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■
人
へ
の
取
材
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り

牧
場
を
訪
問
。
フ
ァ
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ン
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ー
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く

と
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味
を
持
っ
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く
れ
た
の
か
２
、
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頭
の
牛
が
近
づ
い
て
来
て
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れ
ま
し

た
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酪
農
家
さ
ん
は
「
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ち
は
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ル

タ
で
や
っ
て
る
よ
」
と
笑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
人
な
つ
っ
こ
い
様
子
か
ら
大
事

に
育
て
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
。
大
き

な
体
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不
釣
り
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い
な
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ど
優
し
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ら
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に
も
癒
さ
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ま
し
た
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■
幼
稚
園
が
休
園
と
な
り
、
５
歳
の
息

子
は
、
毎
日
、
自
宅
で
絵
を
描
き
続
け

て
い
ま
す
。
言
葉
が
未
発
達
な
子
ど
も

は
、
お
絵
か
き
と
い
う
行
為
を
通
し
て

自
分
の
心
と
向
き
合
う
と
聞
き
ま
し

た
。
外
で
思
い
き
り
遊
べ
な
い
中
で
も

黙
々
と
手
を
動
か
し
、
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
楽
し
も
う
と
す
る
姿
に
、
親
と

し
て
広
報
担
当
と
し
て
、
い
ま
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。５月15日／市営牧場で

撮影

　 今月の表紙
「さー行け！」と威勢のい
い声と優しい眼差しの牧場
職員がトラックから牛を降
ろします。市内の生産者か
ら預かった牛は、牧場です
くすく育った後、今秋から
来春にかけて生産者のもと
に戻ります。

■ 写真は、国の史跡に指定されているウサクマイ遺跡

群、ウサクマイＣ遺跡で撮影したものです。遺跡は支笏

湖へ続くサイクリングロードの中ほどのふ化場手前、東

屋休憩所の対岸にあります。この凹みは、古代人（擦文

時代：７～ 12 世紀）の家の跡で、遺跡内の至るところ

に 50 個ほどあり、見学することができます。ひと昔前

には市内でもこのような凹みがいくつかの場所で残って

いました。しかし、近年の開発などにより無くなってし

まい、今ではとても珍しい風景となっています。森の中

で川のせせらぎや鳥の声を聞きながら、この凹みを見て

いると、そこに暮らしていた人たちの生活をリアルに想

像することができます。

　　　　　　　　　　　　
千歳市埋蔵文化財センター　調査係

直
な お え

江 康
や す お

雄

古代にタイムスリップ

カメラが光を捉えるほん
の一瞬。映り込む人物や
ものごと。千歳ならでわ
の魅力が、残したくなる
風景が、そこにある。 


